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高高山山・・北北限限ののシシララビビソソ観観察察会会にに参参加加ししてて      柳柳田田  美美津津子子 

 今年の雪うさぎは、早々に姿を

覗かせたものの、寒気が訪れると

たちまち雪に埋もれてしまい、そ

れでも幾度か繰り返しながら陽春

を漂わせていた。そんな吾妻山に

思いを馳せ、この観察会を楽しみ

に待っていた。当日朝の空はどん

よりと曇り、気象予報では一日中

雨。代表の方々も遂行すべきか迷

っている様子だった。やがて山を

覆っていた雨雲もいくらか南下し、

頂上を覗かせ始めていた。「高山

に行きましょう。」代表のその言葉

に、思わず歓声を上げたのは言うまでもない。 

 スカイラインのゲートに入ると、例年なら見上げる程の雪の回廊も、無残にも貧弱で寂しい。それで

もスカイラインの頂上付近に差し掛かると２メートルはあったろうか、吾妻の山はまだまだ雪深かった。

駐車場で山スキーやスノーシューを装着し出発。間もなく巨大な松、キタゴヨウに出会う。１５ｍの高

木で樹齢は太い幹周からして、一千年前であろうとのこと。吾妻の噴火を幾度も見据えてきたのだろう、

老木さながら勢いがある。さすがに松ぼっくりも巨大だ。一枚剥がし説明を受けた。翼が長く種子を大

事そうに包んでいた。雪原の鳥子平へと入っていくと、夏鳥メボソムシクイやキクイタダキのさえずり

が聞こえてきた。ウサギの足跡、それを追うキツネの足跡が点々と森の中へと消えていく。すると、目

の前を大きなしっぽの小動物が横切って行った。残した足跡は、なんと可愛らしい小さな爪のリスだっ

た。森はシラビソ、オオシラビソ、コメツガの針葉樹林が続き、それぞれ葉や特徴を教えて頂きながら

奥へと案内された。やがて偶然にも三種が立ち並ぶ不思議な空間にたどり着く。そこが北限の地である

と思うと感慨深かった。その後雨の為、高山へは行けず残念だったが、自然を守ろうとした高山の原生

林を守る会の方々の趣旨に改めて出会えたような気がした。 

 

第第６６回回水水源源のの森森復復元元ボボラランンテティィアア緑緑のの回回廊廊一一斉斉観観察察会会にに参参加加ししてて 我我妻妻  三三夫夫 

第１回、２回と植樹に参加して自

分の手で植えたブナやミズナラはど

う育っているのだろうか。確認もし

たくて今年の植樹には家内と二人で

参加することにした。前回の植樹に

も参加はしたのだけれど大病の後で

あったので途中で気分が悪くなり一

人で帰宅、そのまま医大に再入院と

いうことがあった。「森の復元」と

「私自身の復元」なにか因縁を感じ

る観察会である。 

現地に着いてみると植樹した幼木

たちは元気に育っていた。今回捕植するところは１回目の場

所よりかなり下の方で随分広く植樹してきたものと感心した。 

三人一組で苗木、鍬、腐葉土をもってそれぞれ植樹をはじ

めた。６回目ともなると細かい説明なしでどんどん手際よく

進む、私と家内は楽な仕事ということで水遣りを担当するこ

とになったが、水源は当然斜面の一番下、沢からバケツに水

を汲んで登り返すのは大変。６年前は元気に動き回っていた

のに、今改めて見回してみると峠の牧場跡はなんと広大なん

 

 

 

第 90 回観察会 水源の森復元ボランテア 2007.6.2 

第 89 回観察会 針葉樹林の雪上観察会 2007．4.22 
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だろうと思った。植樹の斜面最下部には小さな沢が流れていて、その縁には元気なブナやミズナラが見

られるが対面の森は針葉樹と広葉樹の混合林で赤く枯れた杉が散見される。ここは来る途中で見た茂庭

ダムの水源である。我々の植樹が大きく育って人間のために

永遠の水供給の一役をになってほしいものだ。 

我が会は福島市の水源である原生林の高山を遊興のための

破壊から守るために立ち上がったと聞いている。その目的を

達成し、今また第二の水源を守る活動を進めている。その活

動に微力ながら参加できる喜びを感じている。反面、水源の

沢に冷蔵庫の粗大ゴミが捨てられていた。この人の気持ちの

格差、私のように大病して復元の困難を体験しないとだめな

のだろうか。 

峠の道路脇に「・・・いま森の復活を喜び永遠の共生をこの碑に刻む」という記念碑が建てられてい

たが、個人的には森の復元に相反し好ましいと思わないが、近くに立つなんとか童謡作家の馬鹿でかい

碑に比べて可愛らしいものなので可とするか。 

午後の龍ヶ岳観察には参加できなかったが、はやくまた皆勤賞をもらうようになりたいものと思いな

がら帰路に着いた。  

  

第第６６回回水水源源のの森森復復元元ボボラランンテティィアア龍龍ヶヶ岳岳観観察察会会にに参参加加ししてて 齋齋藤藤  公公男男 

 今回は、２月の仁田沼の冬季観察に次いで２回目の参加ですが、植林活動は最終回とのことで、ボラ

ンティア活動に参加させていただき嬉しく思います。一寸、話は逸れますが、今日は６月２日、私は２

回目の参加、２回目の補植、植林に参加した方が２２人(会員１９人、森林管理署の方３人)、植林に参

加した延べ人数が２１０人、植林が約２、０１０本、とのことで不思議と２に縁のある日でした。  

 さて、今日は、昨日の雨も上がり、素晴しい天気に恵まれました。８時半に旧果樹試験場に集合し、

４台の車に分乗して９時に出発、途中で腐葉土を袋詰めし、４０分程で植林地に到着しました。そこで、

森林管理署の方３名と合流し、腐葉土を下ろして小型トラックに積み、鍬、スコップ、ジョウロなどの

機材と、植林用樹木を積んで植林地に向いました。植林地には４年間植林し、今回は補植２回目とのこ

とで、３人一組であちらこちらに散らばって、ミズナラ、クリ、イタヤカエデ、ハウチワカエデ等を植

えました。ワラビの採取で時々、手を休めましたが、炎天下の約２時間半の仕事で背中は汗びっしょり、

で着替えの必要なことが痛感されました。 

また、送電線の下での木の植え替えには３名では人数が少なく、木が２０本ほどで少ない割りには木

の周りを大きく掘り、植え替える穴も大きく掘らなければならず、もっと人数が必要でしたのに、大変

ご苦労様でした。その後、車で鳩峰峠に到着しました。峠には、ヤマツツジ、レンゲツツジが一面に咲

き乱れ素晴しい眺めで、遠方には吾妻連峰、真っ白な飯豊連峰、朝日連峰が真近に見え素晴しい景色に

感動しました。また、昨年１０月に建立された共生の碑の裏面には「高山の原生林を守る会」の名が刻

まれたことは皆様の努力の賜物で、素晴しいボランティア活動に賞賛をお送りいたします。青空の下、

緑の絨毯での昼食は誠に楽しいひと時でした。 

午後１時から９９４ｍの龍ヶ岳に登って自然観察を行いました。 

草本ではオオヤマフスマ、スミレ、ミツバツチグリ、キジムシロ、アズマギク、ベニバナイチヤクソ

ウ、ハクサンハタザオ、アギスミレ、マイヅルソウ、ウスバサイシン、サンカヨウ、チゴユリ、ヒメハ

ギ、ミヤマキンポウゲなどが見られました。 

ベニバナイチヤクソウは中山風穴で見てから久しぶりでした。サンカヨウは残念ながら花期が過ぎて

ました。オオヤマフスマ、ハクサンハタザオ、ヒメハギには初めてお目にかかりました。ヒメハギは小
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柄な赤紫で実に可憐な花でした。 

木本では、ウゴツクバネウツギ(花)、ガクウラジロヨウラク（花）、エゾアジサイ（蕾）、アオダモ(花)、

カラスシキミ、ウリハダカエデ(花)、クロモジ（花）ミヤマヤナギ（花）、ナナカマド（蕾）、ムシカリ

（花）、シナノキなどが見られました。ウゴツクバネウツギ、ウリハダカエデの花には初めてお目にか

かりました。 

ウリハダカエデとウリカエデは樹皮の色、模様と葉の形から鑑別してましたが、花には感動しました。

カラスシキミは猛毒のシキミの仲間なのでしょうか。興味あります。 

ガクウラジロヨウラクは今まで見ていたかも知れませんが、ウラジロヨウラクとの鑑別が分からず見

過ごしてきたようです。シナノキは長年、版画の材料としてシナベニヤにお世話になってきましたので

会いたかった樹であります。 

行き帰りの途中には、紫のフジ、白いミズキ、ニセアカシヤ、うす黄色のトチノキ、ピンクのタニウ

ツギなどの花が楽しめましたし、カモシカにもお目にかかり素晴しい自然観察の一日でした。これから

も、楽しい自然観察会に参加させて頂きたいと思いますので宜しくお願い致します。 

                                 １９年６月２日    
 

西西吾吾妻妻山山ロローーププ補補修修ボボラランンテティィアアにに参参加加ししてて    佐佐藤藤和和重重  

７月１日、梅雨の合間を縫って恒例の観察会＆ボラ

ンティアに参加しました。昨年は度重なる順延で参加

できなかったので私自身は２年ぶりの参加となりまし

た。 

標高１０１０ｍから１３９０ｍまでゴンドラで一気

に高度を上げ、高橋さんに用意していただいた補修に

使用するアルミ製のポールを杖代わりに、山登り開始。

しばらくはゲレンデ内を歩く、所々に大木のブナの木

があり眺めも良く、虫も少ないが、周りの景色と比べ

るとやはり異様な感じは否めない。 

樹林帯の登山道をしばらく行くと、オオシラビソの

巨木が何本も倒れている風景に出会い、一同で原因を

推測する。 

高橋さんや守さんの解説では、オオシラビソなどの針葉樹林は根を垂直に伸ばして生命を維持するが

この地帯は岩盤地帯で表土が薄いため、台風並みの強風で倒れたのではないかとの話でありました。 

頂上に着き昼食を食べ、今日の目的であるロープの補修を開始する。登山道の脇にはチングルマ、ハ

クサンチドリ、ヒナザクラなどが生き生きと咲き誇っていて目を和ませてくれます。雪の力は凄いもの

で鉄製のポールを簡単にへし曲げてしまう。それを直すのが一番の重労働でありました。 

水飲み場の付近などでは、ロープのおかげでだいぶ植生が回復してきたと高橋さんが解説してくれま

した。何事でもそうですが壊すのは一瞬ですが、それを回復させるには気の遠くなる年月がかかるとい

う事を実感しました。 

本当であれば我々登山者が足を踏み入れなければ、登山道もえぐれる事無く、また植生にも一番良い

ことなのでしょうが、山のこの素晴らしい風景と醍醐味を味わってしまうとなかなか離れることはでき

ないというのが私の率直な思いです。それ故にこういう活動に積極的に参加して、少しでも自然に恩返

しができればと思います。そして、この会で学んだことを実践し山登りを楽しみたいと思います。 

 

  

 

第 91 回観察会 2007.7.1 
西吾妻山ロープ補修ボランティア  
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東東北北ブブナナ紀紀行行（（２２６６））        奥田 博 

今回でブナの山５０山の紹介となるが、まだ青森・秋田・岩手県の北東北が終っていない。１００山
をメドにシリーズを終えたいと思っていた。２００４年の特集で「福島のブナ５０」（名前だけ）を取
上げているので、既に１００山を超えている勘定になる。中身は密度の濃淡もあるので、１００山にこ
だわらない方がいいようだ。２０００年から始まって７年で５０山。あと７年で目標の１００山。末永
くお付き合いください。！！ 
先日、第 1回で紹介した藤里町の岳岱のブナ林を訪れた。綺麗に整備され、公園を歩くようで、その

変わり様には目を奪われた。ロープが張られ、立派なトイレや明らかに不要な多目的施設？が造られて
いた。そして樹齢４００年といわれるマザーツリーは一部が倒れていたのが、この僅かに残された岳岱
の象徴であった。 
今回も白神山地のブナ山ですが、白神ブランドの観光資源として登場したのが、ブナ林の公園化であ

る。残された僅かなブナ林を活かして、ブナを味わってもらおうとするもの。しかし、そこには問題点
も垣間見える。 

４９）白神山地・留山（秋田県） 
 遠路、白神山地まで出かけて雨に降られると、停滞も勿体無 
い。そこで調べたら留山のブナがいいと、地元のパンフレット 
に書いてある。車道から近い場所でもあるので、国道１０１号 
から林道を奥に入った。途中の取付きには派手な看板が建って 
いるが、林道の分岐などには何も道標がない。この周辺もスギ 
林が延々と続き、本当にブナ林はあるのか、不安になるくらい 
だった。間違って入った林道では「実験林」という表示の森が 
あった。ミズナラやブナを中心とした明るい二次林で、丁度新 
緑が輝いていた。戻って、やっと探し当てた登山口には立派な 
トイレと看板が建っていた。留山とは江戸時代、この山を切っ 
たら水田の水不足に陥り、この一帯の森は切らない約束をした 
ことに由来するとのこと。 
林道を歩いて入口まで行くと「ガイド同行以外入山禁止」と入口をチェーンで歩行止めしてあった。 

この山は私有林ではなさそうだ。国有林であればせめて「なるべく地元ガイドと一緒にお入りください」 
くらいの提示にすべきだろう。一歩中に入ると、木道や橋などが整備されており、観光バスで来たスニ 
ーカー客でも歩ける。森は明るく、阿武隈などのブナに似て白いブナの幹だ。日本海が近く標高１５０ 
ｍなので雪が少ないため、黒い苔は付いていないのだろう。中には２００年ブナもあって見事。小鳥や 
モリアオガエルが鳴き、ブナの幹にはクマの爪痕がたくさん見られ、クマの糞までサービスされ自然度 
の高い公園？という印象。最近、コースが開かれたのであろうが、秋田側の観光資源としてのブナ利用 
戦略が見え隠れする場所であった。 
コースタイム：登山口（４５分）登山口      

５０）白神山地・十二湖（青森県） 
十二湖は昔からの観光地だが、最近は白神ブランドを使い「ブナ」

を前面に出している。歩いていると、地元ガイドや添乗員に連れら
れて、ワンサカと観光客が列をなすのに出会う。「ブナ原生林」なる
看板もあるが、感動を呼ぶほどのブナ林ではない。しかし奥に入る
とカツラやトチ、ホオノキやミズナラなどを加えたブナ林が素晴ら
しいが、そこまで観光客は入ってこなかった。この場所でブナに目
覚める人が一人でも生れるといいのだが。                            
コースタイム：ビジターセンター（１時間）糸畑ノ池（１時間）青池（４０

分）ビジターセンター     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブナ林 

ブ ナ 林

林 

留山の大ブナに付いたクマの爪痕 

今年はブナの実豊作？ 
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吾吾妻妻・・安安達達太太良良花花紀紀行行 3311      佐佐藤藤  守守  

  

ウウリリノノキキ（（AAllaannggiiuumm  ppllaattaanniiffoolliiuumm  vvaarr..ttrriilloobbuumm  ウウリリノノキキ科科ウウリリノノキキ属属）） 

落葉広葉樹林の渓谷沿いに植生する落葉低木。日本で

はウリノキ属の植物は 2種のみである。 

葉は互生し、葉身は浅く 3裂するのが基本型。葉脈は

3主脈タイプである。裂片は全縁で、先端が尾状に尖る。

葉の質は薄く、裏面は白く、軟毛が密生する。花は腋性

で葉腋から集散花序をだし、白い小花が 2～3個、互生

して吊り下がる。 

花弁は 6～8枚、同様に雄しべも 6～8本である。雌し

べは雄しべに囲まれており、少し長く突き出る。蕾の時

は細長い円柱形で開く直前まで、白い花弁が雄しべと雌

しべを包んでいるが、開花すると花弁が、外側に巻き上

がり、黄色で細長い葯が現れる。開花したての頃は葯が

しっかりと雌しべの胴体を隠しているが、次第に離散して雌しべの花柱が顕となる。果実は子房下位で

楕円形の核果である。藍色に熟す。名前の由来は葉の形がウリに似ていることから。 

1996 年の早稲沢の観察会の時が、運よくウリノキの開花中であった。その余りにもシンボリックな

花の形が印象的で名前も単純なため、すぐに私の記憶に刷り込まれた。しかし、その後ウリノキには何

度か遭遇しているが、花の時期にはめぐり逢えずにいた。10 年以上を経た 2007 年に、高山に登った。

その帰りに蕾を沢山つけたウリノキを見つけた。開花まで 1週間ぐらいと推測し、翌週、再度訪れたと

ころ、開花期を迎えていた。トラマルハナバチが盛んに花に纏わりついていた。帰る途中でマルハナバ

チが飛び回るのは、何かいい香りでもするからかと気になり、戻って確かめてみたが、徒労であった。

後日、改めて早稲沢で撮影した写真を見たら、やはりマルハナバチと思われる昆虫を葯に携えている花

が写っていた。マルハナバチにとって花が少ないこの時期の格好の餌場となっているのかもしれない。 

 

オオタタカカララココウウ（（LLiigguullaarriiaa  ffiisscchheerrii  キキクク科科メメタタカカララココウウ属属））  
湿地に生える多年草で群落を形成する。草丈が 1～2m に達する

大型の野草である。亜高山の湿気の多い草原から低山の沢沿いま

で植生上の垂直分布は広い。 

葉は地際から発生する根生葉と花をつける茎に着生する茎葉

とがある。前者は、長い葉柄があり、葉身は直径 30～40cm に及ぶ

大型のハート型で数個着生する。茎葉は 3個で根生葉と比べると

かなり小さい。葉脈はいずれもへこむ。 

花は総状花序で茎の先端に分岐せず穂状に下から咲く。小花は

頭花と呼ばれ、周辺の 5～9枚の舌状花と中央の 20 個前後の筒状

花で構成される。舌状花は雌花で筒状花は両性花である。近縁種

のメタカラコウとは舌状花の数で識別できる。メタカラコウの舌

状花は 1～3個で、筒状花も 6、7個と少ない。 

タカラコウ（宝香）とは防虫剤や香料にされる熱帯雨林の竜脳

木から採れる竜脳香のことで、根や茎の香が竜脳香に似ているこ

とに由来し、草の姿から雄（オタカラコウ）と雌（メタカラコウ）

に分けて命名された。 

古い図鑑等では、福島県が北限と記載されているが、私は 1995

年に飯豊山の亮平の池近くでオタカラコウの大群落を撮影してい

るので、かなり以前から分布域は北進していると思われる。高山

山麓でオタカラコウの群落に遭遇したのは 1998 年のこと。飯豊山

の植生地は明るく広大な草原であったのに対し、高山では標高も周辺環境も全く異なり、ケヤキ等の中

高木に囲まれた光条件に恵まれない湿地で群落が形成されていた。  

福島県のオタカラコウは明治時代に磐梯山で、当時の植物学者によって採取され、シズオタカラコウ

と命名されたことが福島県植物誌に記載されており、福島県とは所縁の深い植物のようである。 

 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%90%E3%83%8E%E3%82%AD%E7%A7%91
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%90%E3%83%8E%E3%82%AD%E5%B1%9E
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創創立立２２００周周年年記記念念寄寄稿稿集集  

２２００周周年年にに寄寄せせてて        高高橋橋  淳淳一一  

「観光の振興は国策である」「国際級のスキー場を開発し地域経済を活性化する」20 年前「高山」に

スキー場を開発する際、福島市など関係者からの発言内容であります。推進派、反対派と市民同士が敵

対し、誹謗中傷が飛交う中、全会員が一丸となって、スキー場開発の白紙撤回署名活動に奔走し、現地

調査や報告書、書籍出版に情熱を燃やしたことが蘇えって参ります。そして、観察会では多くの人に出

会い、思いを伝えることが出来、自身も多くのことを学ぶ機会となりました。しかし、一方では登山道

の裸地化や登山者の心無い行為に心を痛め、関わり方について再考する機会ともなり、後に湿原の保全

活動や植林作業などのボランティア活動に発展することとなりました。２０年、会員の皆様を始め多く

の皆様に支えていただき、活動をこれまで継続できました。そして、スキー場開発を始めとする懸案事

項はほぼ解決解消となりました。改めて感謝するしだいであります。 

 

「「森森」」  佐佐藤藤  久久美美子子  

高山を守る会２０周年おめでとうございます。 

先日、６月２日に鳩峰峠の植林ボランテァに参加しました。とても、好天に恵まれて、青空の下で、汗

を流しながらの作業となりました。前回、自分達の植えた苗が、風に揺れて至るところに並んで元気に

育っている姿を見て、良かったと嬉しい気分になりました。会長さんの話によると、今まで６回実施し

て、合計２０００本、延べ人数２００人になるそうです。私も初回から参加していますが、傾斜地での

作業は、夢中でやっていると腰にきます。この牧場がりっぱな森になるには、１００年はかかるそうで

す。そしたら、私達は、それを見届けるのは、無理のようです。残念。今度は、時間をつくり、子供達

と見に来ましょう。孫も連れて遊びに来ましょう。木の成長が、どれだけの時間がかかるのか。森や自

然の緑が人間にとても大切な事を感じ取ってほしいと思います。森の再生に少しでも協力出来て、高山

の会には、感謝しております。今回は、自分で育てたイタヤカエデの苗を、自分で穴を掘り、植え付け

て来ました。私事になりますが、嫁いだ娘のお腹にも、新しい命が芽生えました。どちらも、同じく大

切な命です。すくすくと元気に育って欲しいものです。若葉のように瑞々しく輝き、緑のそよ風の様に、

心地よく吹き渡って欲しいものです。 

 今、地球は、悲鳴をあげて、壊れ始めています。全部、私達が原因を作っています。これからも、高

山を守る会に参加して、自然の素晴らしさを学んで行くと共に、自分に出来ること、省エネに取り組み

たいと思います。 

 緑の地球が無くなりません様に。Ｎｅｖｅｒ Ｇｉｖｅ Ｕｐ 
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高高山山のの森森林林植植生生（（土土湯湯～～高高山山山山頂頂編編））              佐藤 守  

 私は、１９８７年に高山東山麓斜面の樹木分布について

調査した結果をまとめ、１９８８年１１月発行の「東北の

自然」臨時増刊号「高山」にて報告した。その後も、高山

山域を散策し、植生調査を継続しており、これまでにコケ

類を除き、４００種近い植物の植生を確認している。「高

山の原生林を守る会」設立２０周年を期にこれまでの調査

結果の一端を紹介することにする。対象地域は上記の報告

より山麓を下り、男沼林道のゲート周辺からとする。これ

は、この一帯から高山山頂まで、森林植生の変遷が明確で

森林の成り立ちやこの地域の自然度の豊かさについてよ

り深い理解が可能となると考えたためである。 

 なお、本稿の植生区分にあたっては基本的には環境庁自

然環境保全基礎調査区分を参考にしているが、呼称については適宜、総括的にとらえやすい用語に変更

している。また本稿は調査の途中経過としての備忘録であり、未定稿である。予め御了承頂きたい。 

a 湖沼周辺林 

 女沼、仁田沼、男沼から栂森東斜面にかけては、湿地

帯が散在し、その周辺にケヤキの大木が点在する。本来

は湿地林に分類され、湿地林の代表樹種であるハンノキ

林と混然するところと明らかに植生を異にするところが

見られる。 

 コナラやクマシデ、アカシデ、ヤマナラシ等で構成さ

れる森林の林床ではヤマタイミンガサやリョウメンシダ

が多く植生し、湿地にはツルネコノメソウ、ネコノメソ

ウ、オタカラコウ、コンロンソウ、クルマバソウ、ニリ

ンソウ、ズダヤクシュ、樹木ではヤブデマリ、オノエヤ

ナギ等が特徴的である。また、秋にはヤマトリカブト群

落を確認することができる。谷地平で見られる変種オクトリカブトが立ち性であるのに対し、この一帯

のトリカブトは草姿が横に広がり、葉の切れ込みもオクトリカブトよりは明らかに深くヤマトリカブト

の基本的特徴に酷似する。 

林縁に近いすこし、乾いたところでは春にはヒトリシズカやフタリシズカ、シャク、スミレサイシン、

シロバナエンレイソウ、夏から秋にかけてはアカソ、フシグロセンノウ、オオバショウマ、タマブキ、

キバナアキギリ、シラネセンキュウなどの花が咲く。またシダ類ではイヌガンソクがよく目立つ。この

森林では、個性的な樹木であるアワブキとコクサギも認められる。カエデ類ではチドリノキが特徴的で

ほかにヤマモミジ、メグスリノキ、オオモミジ等が混生する。湿地帯から離れるに従い、コナラやミズ

ナラ、ブナ、ヤマグリを中心とする森林に移っていくがその明るい林床ではカタクリが大群落を形成し

ている。 

 仁田沼の中心部や男沼上部の林道周辺では、ケヤマハンノキがまとまって植生する。湖沼中では、ミ

ズバショウ、ミツガシワが群落を形成し、周辺の湿地帯ではキクザキイチゲ、カタクリ、ニリンソウ等

のスプリングエフェメレルが大群落を形成している。 

 男沼湖畔やその上部にある小さな沼を水源とする沢に隣接する林道沿いには、カツラの老木なども点

在する。その付近ではヤグルマソウ、ウワバミソウなどの典型的な渓谷植物が見られる。また、比較的

珍しいシダ類のハクモウイノデやオシャクジデンダなども観察できる。 

 樹木類ではケヤキ、ウリノキ、カマツカ、コブシ、ハクウンボク、サワシバがこの一帯に独特の植生

である。 

ｂ ミズナラ－クリ林 

 上記、高山山麓の湖沼森を包括する森林である。その大半はアカマツやヒノキの植林地となっており、

自然植生が認められるところも伐採後の２次林である。林中には炭焼き釜跡なども確認でき、人間との

深い関わりを感じられる。福島県内においてブナクラス域下部に広く見られる落葉広葉樹二次林。

 

ヤグルマソウ 

 

ブナ 
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植生種は太平洋側的要素が多い。頻度は低いがブナも散在する。 

極めて局所的であるが確認できる植物も多種に亘る。

その中で、この一帯の植生上の特徴を標徴するのはナツ

ツバキとミヤマツチトリモチでナツツバキは栂森山頂

付近から高山側では植生が確認できない。ナツツバキは

荒川を挟んだ野地側では普通に見られるので栂森山頂

が植生上の境界と見られる。ミヤマツチトリモチは気温

の低い雑木林に生育しカエデ類やシデ類の根に寄生す

る植物であり、運がよければ大群落に遭遇することがあ

る。この辺りで確認できる個性的な樹木としてはカラス

シキミ、アサダ、ヤマウコギである。いずれも林道沿い

で観察できる。 

ｃ ミズナラ－ブナ林 

 高山登山口から瀬峰を経てフンドシに至る緩斜面に広がる森林である。優占種は、ミズナラで林中の

あちこちでミズナラの大木が認められる。特に振子沢には高山山麓随一と見られるミズナラの老木が、

かろうじて生命を留めている。ブナの壮木がミズナラと隣接している景観も見られ、ミズナラからブナ

林へ遷移する過程にある森の営みを実感できる。局所的にオオ

ヤマザクラ、ツリバナ、ハリギリ、オノオレカンバ、カジカエ

デ、ヒトツバカエデなども確認できる。 

 ブナとミズナラの高木が樹冠をさえぎるため林床の植相は豊

かではないが、エゾユズリハ、ヒメアオキ、ユキザサ、マイヅ

ルソウ、ツルアリドオシ、チゴユリ、エンレイソウ、ヤマタイ

ミンガサ、オヤリハグマなどが観察できる。またシダ類ではシ

シガシラが代表的で他にオシダ、ジュウモンジシダ、ヤマイタ

チシダなども確認できる。 

 林縁などの日当たりの良いところではトウゴクミツバツツジ、

レンゲツツジ、ノリウツギ、ナンブアザミ、リョウブ、エゾア

ジサイなどの花が季節の移り変わりに応じて咲く。腐生植物で

はギンリョウソウがこの辺りからオオシラビソ林まで植生する。

また、夏場の乾燥した林床ではアキノギンリョウソウが少数な

がら植生する。的場川ではダイモンジソウがこの一帯を特徴付

ける植物であり、他にズダヤクシュ、ツルネコノメソウなどが

植生する。 

ｄ ブナ－チシマザサ林 

 フンドシから森林生態系保護地域保全地区の標識が立つやせ尾根辺りまでは、ブナの壮木が林立する

ほぼ純林的なブナ林である。なおこの森は 1,140m 付近のキタゴヨウの下限から 1250m のコメツガの下

限とほぼ一致する。このほかに、900m 付近から振子沢を横断し的場川に至る一帯（通称ブナ平）、前山

(1611ｍ)中腹の 1450ｍ付近から 1320ｍ付近の的場川

源頭部までにも純林的なブナ林が存在する。樹齢 100

年を超えると思われるブナの姿は圧巻であるが、ブナ

平では 3本が並立していたブナの内、中央のブナが１

９９７年頃に倒れた。原因は不明だが、樹冠の競合に

よる一種の自己間引き現象かもしれない。また登山道

沿いのブナも 20 年前は健全であったブナの大樹が下

部の大枝の折損により主幹部がはがれ空洞化した幹の

内部をあらわにした姿に変貌するなどこの 20 年の間

にも、少なからず林相に変化が見られている。ブナの

空間を縫って、ヒメアオキ、エゾユズリハ、コミネカ

エデ、オオカメノキ、サラサドウダン、ハウチワカエ

 

シシウド 

 

オオヤマザクラ 

 

コミネカエデ 
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デ、ミズキ、タムシバ、コバノトネリコなどの中低木、林床にはオクモミジハグマ、ベニバナイチヤク

ソウ、ショウジョウバカマ等に加え、ホソバナライシダやシノブカグマ、ハシゴシダなどのシダ類が観

察できる。 

ｅ ブナ－コメツガ混交林 

 森林生態系保護地域保全地区の標識の先の急登を越

すとヨコワサルオガセをまとったブナと登山道で始め

てのコメツガが現れ、暫らくはコメツガとブナの混交

林となる。ここから麦平までは、コメツガが優占種で

ある。見方によれば、麦平を含めたこのコメツガ林が

高山の森林の核心部といえるかもしれない。コメツガ

は不安定な土地や環境で林をつくる性質が強い。また

ブナ帯まで下降して土地的極相としてコメツガ－ブナ

林を形成することがある。したがって高山のコメツガ

－ブナ林はその上部のクロベ林から連鎖する土地的極

相と考えられる。ここでは、サラサドウダンの大木や

ミズナラの老木なども見られ、低木ではハナヒリノキ、ツルシキミ、ヒメモチ、イワナシ、アカモノな

どが植生する。 

f コメツガ－キタゴヨウ－クロベ群集 

 傾斜がゆるくなり、安山岩の巨岩が現れるようにな

ると、ブナに代わってオオシラビソやキタゴヨウが目

立つようになる。1450m 付近にはクロベのコロニーが

認められる。 

本来、日本の亜高山帯の針葉樹林は露岩地から土壌

が安定するにつれてクロベ－コメツガ－オオシロビソ

に変遷するとされている。また吾妻連峰のシラビソや

オオシラビソ等の針葉樹林の起源は標高 1500m 付近か

らとされている。 

これらの事実からこの一帯が高山の森林の起源の様

相を残す森林とも考えられる。加えて高山のシラベ植

生の下限はこの辺りからであり、極めて自然度が高い林相といえる。ここでは針葉樹の他にナナカマド、

アカミノイヌツゲ、アズマシャクナゲ、ホツツジ、コメツツジ等の中低木、林床ではツルツゲ、ヒロハ

ユキザサ（図鑑によりヤマトユキザサとされているタイプ）に加えシダ類ではオオバショリマが現れる。 

ｇ 麦平 

 麦平はアヅマホシクサの原産地とされるところであ

る。鬱蒼としたクロベ林を過ぎるとダケカンバやネコ

シデが目に付くようになり、チシマザサに覆われた登

山道は、一気に視界が開け、湿原が目の前に現れる。

標高は 1531ｍ、高山のオアシス、麦平である。ここか

らは、形の整った高山の山頂部の姿が一望であるが、

頂上のテレビ用の反射板が目障りである。 

 麦平は 2つの湖沼をもつが、旱魃の年には干上がる

こともある。この湖沼の高山山頂側にはコバイケイソ

ウの大群落があり、その群落中にはヤマドリゼンマイ

も見られる。湖沼中には吾妻連峰の固有種アヅマホシ

クサの純群落が形成されている。湿原の周辺のスゲ類

の優占種はショウジョウスゲである。その中に、コバギボウシ、ヒメイチゲ、チングルマ、イワカガミ、

ワタスゲ、マルバモウセンゴケなどが点在し、夏から秋にかけてはエゾオヤマリンドウの大群落が見ら

れる。周辺はチシマザサに覆われ、アカミノイヌツゲ、オガラバナ、テツカエデ、ダケカンバ等の樹林

帯に移行している。 

 

ブナ・コメツガ林 

 

ヒロハユキザサ 

 

アヅマホシクサ 
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ｈ オオシラビソ－コメツガ林 

 麦平から山頂に歩を向けると、ほどなくしてテツカエデの中木に遭遇する。林床はヒロハユキザサが

群落を形成している。また、ショウジョウバカマ、マイヅルソウ、チゴユリは登山口からこのあたりま

では一定の頻度で植生が確認できる。 

傾斜が急になると周辺の林相は一転してオオシラビソとコメツ

ガの高木層に覆われる。ここから頂上まではオオシラビソが優占

する針葉樹林帯であるが、植生は大きく３相ぐらいに分けること

ができる。麦平から標高 100ｍぐらいは岩塊もあらわで鬱蒼とし

たオオシラビソ・コメツガ林、大きなこぶを形成したダケカンバ

が象徴的である。その瘤からはナナカマドの芽生えが成長してい

る。林床にはハリブキやカニコウモリ、ゴヨウイチゴ、バイカオ

ウレンが植生する。これらはオオシラビソ林の代表的林床植物で

ある。 

中腹からは局所的にネコシデ、ミネカエデ、リョウブなどの広

葉樹のまとまった植生が見られる。その株元にはタニギキョウや

ゴゼンタチバナが群落を形成している。また本来、クリ－コナラ

林の植物であるツルニンジンやケヤキ林にも植生するサワハコベ

なども生育する。この辺りの植生は同じオオシラビソ林でも高山

の鳥子平側とは明確に異なる。 

上層部は、針葉樹の樹高が低くなり、林床にはサンカヨウ、ツ

マトリソウ、ミツバオウレン、コミヤマカタバミ等の高山性植物

が生育し、亜高山らしい様相が濃くなる。左手、シラビソの若木を最後に登山道は反射板のある頂上に

飛び出す。頂上の植生はシラビソとオオシラビソの混交林である。 

 

[参考文献] 

守田益宗．1984．東北地方における亜高山帯の植生史について．日生態会誌,34：347－356 

野中俊夫．1987．吾妻火山群の南端－高山の植生と地質 

野中俊夫．1990．日本におけるモミ属（ABIES Mill）の分布と北限のシラベ林 

樋口利雄他．1994．浄土平、酸ガ平、栂平、麦平湿原の植生．フロラ福島 No．12  

樋口利雄他．1997．高山のフロラ．フロラ福島 No．15 

 

       高高山山ととのの係係わわりり        河上鐐治   

 昭和 24 年(1949)の夏豪雨のなか野地温泉に宿泊し、翌

朝２階から北の方を眺めると、高山の山頂直下から壮大な

滝が流れ落ちていた。 

 スカイラインのバスガイドは、高山は原生林の山で誰も

足を踏み入れたことが無いと紹介していた。この程度の山

なら登れないはずはないと、会社の仲間を誘い高山に登る

ことにした。 

 ’56 年 10 月１１日、鳥子平から藪を掻き分け登り始め

た。しばらく行くと踏み跡らしきものがあり、獣道かなと

思いながら登るとドウダンと思われる樹木の周りを丸く

掘り、根を縄でぐるぐる巻きにしたのを見つけた。「根回し」の本来の意味の実態を初めてみた。今た

どってきた踏み跡は盗掘の為の泥棒道であった。程なく頂上に達したが樹木に覆われ見通しが全く効か

ない。 

 11 月 3 日、先日と同じ跡をたどり頂上から南の尾根に踏み入った。足元は大きな岩が重なり合い、日

の差さない樹林の根元はコケが覆い、下手をすると岩の間に落ち込むような状態だった。尾根伝いに下

降すると岩と密生した這松帯となり這松の上を泳ぐ状態で、降り立った所は小さな湿地帯で麦平だった。 

何年か前の滝はここから流れ落ちていたと思われるが、あれだけの水量が全く川の無い山頂付近にどう

 

シラビソ 
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して発生したのか不思議だった。帰りは今の這松帯を登るのは時間的に無理なので、滝が落下した南側

岩壁を下ることにし、土湯から幕に通じる林道に降り立つことが出来た。 

 同年の暮れ高校の同級生が、東京から野地温泉経由で吾妻に行くので、野地温泉まで迎えに来てくれ

との依頼があり、12 月 30 日、一人で吾妻小舎に入った。高山に登りたいと云う同宿者を小舎の番人の

藤本才城さんに紹介され、序なので同行することにした。スキーの登りは歩きより簡単で瞬く間に頂上

に立つことが出来た。 

 この頃高山にスキーツアーコースを造ろうという話が、土湯温泉

山根屋の渡辺氏と、吾妻山の会の武藤さんとの間で進められてい

た。’57 年５月 3 日～5 日に渡辺氏と吾妻山の会会員とで土湯から

登りながらコースの選定を行った。翌年４月５～６日と 5 月 3～5

日とにかけ、鳥子平からと土湯からと両方面から指導標の取り付け

を行った。最終仕上げは ’59 年 3 月 12～14 に吾妻山の会の吉野

さんが顧問をしている福商山岳部の OB 会員も参加して吹雪の中で

ビバークしながら行われた。その間土湯山岳会員によって夏道が、

大体スキーコースに沿って開発された。 

 高山スキーは毎年１，２月に吾妻山の会の行事として、高湯温泉

―吾妻小舎―東吾妻―鳥子平―高山―土湯温泉のコースで実施さ

れ、’71 年からは 3 月第 1 土～日に定着した。夏コースは福島市体

育祭の登山コースとして数回使用された。 

’92 年 3 月 14～15 日には日本山岳会アルパインスキークラブの

スキーツアーが実施され、当会から奥田さんが参加し、吾妻小舎で

スキー場開発反対を訴え、これに対して参加者の元朝日新聞の本多勝一氏が朝日ジャーナルに開発反対

の記事を載せてくれた。また同じクラブの行事に再度組み込まれ、野地温泉から幕温泉経由―高山―土

湯のコースでツアーが行われ、これにも奥田さんが同行し、高橋さんが土湯から登り山頂で皆の到着を

2時間も待ってくれた。 

’56 年以来高山にかかわり 50 年を過ぎました。大型開発を阻止したこの会に入ったことに喜びを感

じています。(07.4.18.) 

 

森森のの行行方方                               奥田 博 

今年の春に「ふくしまの森歩き」（歴史春秋社）を

上梓した。その「はじめに」に私はこんな文を寄せた。 

 日本の山のほとんどは、山頂に立つ手前には森の通

過が待っている。その森をただ足早に通り過ぎるのは

もったいない。山頂だけが目的の登山は、もう古いの

だ。多くの時間を要するアプローチを楽しまない手は

ない。昔、私が小学生の頃には、まだ多くの自然が残

っていた。学校の行き帰りには本当に「道草を食って」

いた。木や草や昆虫と遊んでいたのだった。しかし雑

木林などの自然が身近に無くなると、道草も消滅した。

現代では、自然度の高い山などの出かけないと、なか

なか森には出合えない。森には多くの木々が茂ってい

る他に、花が咲き、蝶などの昆虫が動き回り、野鳥や

動物などが生息している。小鳥のさえずり、小川の流れ、木々の梢をそよぐ風などを視覚・聴覚・嗅覚・

触覚などの五感を働かせていると、自然に対する感性が養われる。道草を食うことを現代に蘇らせたい

という願いも、この本に込められている。 

 そんな折、信夫山の展望台周辺の木々を伐採したいという市の意向が明らかになった。つい数年前、

市民の反対の声を無視して、烏ヶ崎に展望台を造ったばかりである。今回の伐採理由は、展望台周辺の

木々が伸びたために「風致保安林」の指定を解除してまで、木々を切りたいらしい。信夫山には展望台

は５箇所あるという。その５箇所の内、手続きの不要な２ヶ所は伐採済。残る３ヶ所の伐採が明らかに

 

森に覆われた羽黒山方面を望む 
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なった。幸いにして県は「風致保安林」の解除申請は認めず、事なきを得たが・・・。 

 最近は全国的に見ても、伐採を優先することは少なくなってきた。バブル以前は眺望を優先する志向

があったことは事実。福島県内の山でも山頂からの眺望が良くなった山が多く出現した。山頂からの展

望は、確かに楽しみのひとつであろう。しかし環境志向が高まり、森の機能が見直され、むしろ森を生

かすことが優先される時代になってきた。森に覆われた山頂もまた、いいではないかという考えが台頭

してきた。ストレスの多い現代人は、森によって癒される。

森にはそんな機能を持っているのだ。そんな現代の感覚を行

政も持ち、今回の伐採は踏みとどまり、自然の推移にゆだね

ることでいいのではないか。 

 大都市に信夫山のように大規模な森を持つ公園は極めて

珍しい。パリのブローニュの森は８６３万㎡だそうですから、

なんと渋谷区の半分強。明治神宮（70 万㎡）の約１２倍と

いう途方も無い面積だが、信夫山だって２００万㎡はあるだ

ろう。 

 ブローニュの森を歩いてみると、大都会にあって森を楽し

むという意味を問い掛けている。信夫山は私有地も入り込ん

で公園管理は大変だろう。一律な管理は困難で、歴史をふま

え、きめ細かな管理が求められる。現在でも市民は、色々な

形で信夫山を楽しんでいる。展望台の整備、車道の整備、森

の整備、人の流れなど公園の機能を含めた信夫山の将来ビジ

ョンをどうするのか。 

 花見山は阿部さんという個人の広い視点が生かされた事

例だ。個人所有の部分と公共性を共存させた好例であろう。

信夫山についても、福島市は１０年後、５０年後の姿を市民

を巻き込んで議論すべきだろう。目先の今さえ良ければとい

う刹那的な視点ではなく、未来を見据えた議論を期待する。

そして花見山の「花」という派手さは少ないが、信夫山を「森」

という視点で、市民に親しまれる信夫山のあるべき姿を描い

ていただきたい。 

 結びに再び「ふくしまの森歩き」の「あとがき」で結びた

い。 

 森歩きの効能としてマイナス・イオンを含んだ空気は、そ

れだけでも呼吸器にも肌にもいいといわれる。木々から放出

される香りの物質はフィトンチッドといわれ、樹木の持って

いる殺菌作用のもとになっている。そんなことを知らずとも

我々は森の中に入ると、芳しい香りと共に、心が和むことを

身体で知っている。爽快感や清涼感を感じながら歩けば、普

段の生活のストレスが消えていくことを感じるはずだ。森の

リラクゼーションとしての効能は、はかり知れない。 

 市民は一部の人にしか知られていないが、大都会の森の果たす役割は、今後ますます大きく、重いも

のになるだろう。 

  

鹿鹿  狼狼  山山  ――父父のの共共有有林林――       小幡 仁子 

 鹿狼山（かろうさん）という福島県の北はずれにある小さな山をご存じだろうか。私はその鹿狼山が

ある新地町に住んでいる。標高は４３０ｍしかないが、頂上に立てば東に太平洋、西に蔵王連峰・吾妻

連峰を望むことができる。海が見える眺めの良い山として、ガイドブックなどにも紹介されている。麓

の鹿狼鉱泉から頂上まではおよそ４０分。休日には小さな子供からお年寄りまでたくさんの人々が訪れ

ている。私自身も昨年は３０数回登った。春はカタクリから始まりコナラ・イヌブナ・シデ類の新緑が

とても美しい。秋の紅葉、冬でも雪はほとんどなく、落ち葉を踏みしめながらのハイキングを楽しむこ

 

第 1 展望台の前は桜が多い 

 

 

第 2 展望台は最大規模 

 

薬師の峯展望台は不要に思う 
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とができる。私が嫌いな杉林もあるが（私はスギ花粉症なのだ）よく手入れされ、鬱蒼としていないの

がいい。故郷の山として町民に愛されている山だ。 

ところで、この鹿狼山の麓に、我が家で杉林を所有し

ていることを知ったのはつい最近のことである。父の話

では、鹿狼山の北ノ沢という場所に４０年程前３３人で

６丁６反歩の共有林を持ったそうだ。一人２反歩の割り

当てで、杉を植えてやがて大きくなったら家を一軒くら

い建てられるようにと何千本、いや何万本という杉苗を

植えたという。以下は父の話である。   

 昔、鹿狼山は里山だった。（私は父の口から「里山」

という言葉が出てきたことに驚いた。）薪炭林として、

毎年水源保安林を解除して払い下げてもらい、みんなで

木を切り出したもんだ。何せ、その当時は炊事も風呂も、

冬の暖を採るにしても薪や炭だったから、１年分の薪を山から取って来るのは大変なことだった。その

ころは家で牛を飼っていたから、荷を引かせるのに連れて行ったが、牛もその仕事が嫌で泣いていたな

あ。（ここで母が話しに入り「ほんとにあれは重がったよなあ」と。）誰もが薪は入り用だったから、山

持ちは山を持っているだけで金になり、羨ましがられたもんだった。 

そのうち世の中が変わって、薪だの炭を使わなくなって、この地区の３３人で６丁６反歩の共有林を

持つことになった。山を切り開いてみんなで杉苗を植えた。何千本いや何万本と植えたなあ。一人２反

歩の割り当てだったから、家の一軒くらいは建てられっぺって、一生懸命植えたなあ。 

ところが、ある年の春に大雪が降って、共有林に行って見たところが一面の雪の原になっていた。植

えた杉はボキボキ折れていた。そんな折れた杉なんて役

にも立たないし、丁度そのころに輸入木材が安く入るよ

うになってきて、苦労して育てる価値もなくなって、俺

たちは山の手入れもしなくなった。 

それでもしばらくはみんなで年に１回は山を見に行

き、２年に１回は山総会をしてきた。今は、年に２００

０円ずつ、全員で６万６千円の税金だけ払っている。今

までは山を切り開いた時に大きな樅の木何本もあって、

それを売った金で税金を賄ってきた。そいつも底を尽い

てしまった。 

 杉も一度は折れたが、折れても結構育つもんで、今で

はずいぶん太くなっているようだ。俺は歩けなくなって

見には行けないが、柱にはならなくとも使いようによっ

ては十分に役に立つと思う。最近は国内産の杉も外材に

負けないくらい利用されているような話も聞く。   

山総会の時に、あの杉を切り出すかという話にもなるが、俺は賛成しない。杉を切り出したら、その

後にまた必ず木を植えなければならない。そのまんまにしておいたら、必ず山崩れを起こすからなあ。

そんなことになったら大変なことになる。俺たちは年をとって誰も昔のようには働けない。あそこに、

また植林する力はない。こんな話は新地町の中にいくらでもあって、前の町長は町で少しずつ買い上げ

てくれたが、前町長が亡くなってからはその話も頓挫してしまった。まあこのまま当分は放っておくし

かないが、あの共有林がどうにかなる前に、俺は死んでっぺなあ。 

この話を聞いてから、私は鬱蒼とした杉林を見るたびに、ここも父の共有林と同じなのだろうと思う。

放置され手入れもされずスギ花粉を出し続けるこの森はこれからどうなるのだろうか？ 

中学校の地理の教科書には「日本の林業」という所にこう書かれている。「エネルギー革命によって、

木炭の原料であった落葉広葉樹の国有林や里山林になどの伐採跡地にすぎやひのきの植林がさかんに

進められたため自然林は減り、人工林の面積が増大した。現在では、森林面積の約６０％が私有林で、

その約半分が人工林になっている。１９７０年代になると、日本の木材よりも輸入木材の価格が安くな

り、輸入が急増した。その結果、日本は世界の木材貿易量の２割以上をしめる世界一の木材輸入国にな

鹿狼山の春 

鹿狼山の登山道沿いの杉林 

人目の多いところはこのように手入れ 

 されているが・・・ 
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っている」と。 

人工林はそんなに多かったのか！自分の国の森を放置しておいて、人の国の森を切っているのか？！

日本の林業行政はどうなっているのだろうと大いに疑問を覚えた。 

私は、父の共有林のことを通して、一度壊した自然を元通りにすることは大変なことなのだと改めて

実感した。エネルギーが木炭から石油に変わって、人の生活は格段に便利になったけれど、失ったもの

も多いのだと思う。やがて自然を使い尽くして人は滅びてしまうのかもしれない。 

振り返って、自分に何ができるのだろうかと考えてみた。父の共有林を受け継いだらどうすればよい

のか。杉を切り出した後は、できれば鹿狼山の自然林のようにコナラやシデ類に覆われた、小鳥や動物

が住めるような優しい森に復元したいけれど。そんなことができるのかな。高山の会では鳩峰峠の元牧

場に、沢山の落葉広葉樹を植えた。あんな風にできればよいのだが。 

 次世代に、できるだけ住みやすい環境と美しい自然を残したい。そのために自分ができることは、ど

んな小さなことでも良いから続けていきたいと思うこの頃である。 

 

アアオオダダモモのの冬冬芽芽    鎌田 和子 

「高山の会」の２月の観察会は主に冬芽の観察になる。この時

期、決まって思い出すのが、アオダモの冬芽の色合いについて

だ。 

アオダモの冬芽は少し紫がかった鼠色をしていると見ている。

毎年、守さんと日本古来の色ではなに色というのかしらね、っ

て話すのだが、それ以上は調べが進まなかった。ここ２、３年

はアオダモの冬芽に出合うたびに守さんと顔を見合わせている

始末。 

今年はぜひ「○○○よ！」と言ってみたいものと思い、色合

わせのために一冊の本を携えての参加。「和の色手帖」という本

を図書館で見つけた。この本に着目したのはカタクリの会の瀬

川陽子さんの言葉がヒントになってのこと。「カタクリの会」は

「高山の原生林を守る会」が観察会として活動するきっ

かけとなった会で、いわば親のような存在だと聞いてい

る。だからというわけではないが、その「カタクリの会」

の観察会に参加するのが夢だった。その夢を昨年かなえ

ることができ、それ以来、瀬川陽子さんには自然観察に

関わる気づきや驚きを聞いていただいている。 

話はアオダモの冬芽に戻る。その冬芽の色にピッタリ

と思えるのが「鳩羽鼠」。今回の仁田沼の観察コースにア

オダモがあるのかどうか、少し不安だったので、先に信

夫山のアオダモと色合わせは済ましてきている。仁田沼

のアオダモはどうか。守さんが果たして「鳩羽鼠」に納

得するか、いささか不安はあった。観察会の当日は雪が降

った。冬芽の観察ができるか、アオダモがあったとしても

雪に濡れて鳩羽鼠の色が見られるか、心配だった。 

歩き出してまもなく、早くもアオダモに出合った。案の

定、冬芽のさきっぽが濡れて黒ずんでいる。それでも全体

はいつものアオダモの冬芽の色合いをしていた。 

数年前の十万劫山の観察会以来、気にかかっていたアオ

ダモの冬芽の色を日本古来の色名で守さんに答えること

ができた。「鳩羽鼠」よりもっと近い色があるのかもしれ

ない。でも今は鳩羽鼠としておきたい。 

守さんは「波止場ねずみ」のような感じだなとつぶやい

 

アオダモの冬芽 

 

アオダモの雄花 

 

アオダモの樹皮 
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ていた。「はとばねずみ」という音から、そう感じるのはみんな同じだと思う。「城ヶ島の磯」に降る雨

は利休鼠なんだって。どんなネズミかなと思ったことがあったもの。 

それはさておき、アオダモの冬芽の一枝をコップに差して、その色合いを眺め楽しんでいる。紫色を

おびた鼠色がなんともいえない味わいを醸し出している。昔の人は自然界の色を生活の中に取り込んだ

のだろうか。「鳩羽鼠」は決してアオダモの冬芽の色を取り込んだのではないと思うのだが、じっと見

ているとそんな気がしてくる。なんとはなしに大発見をしたような気分になってくるから不思議だ。と

もあれ、数年来の気がかりがとけて本当にうれしい。 

私にとっての「高山の会」は、自然の不思議に気づき、色や形のおもしろさを語り合うことのできる

仲間がいて楽しいところだ。そして、いつの観察会にも新たな発見があり、ときには宿題をかかえて帰

ることもある。最近はその宿題を解決するのが楽しみになってきている(2007.2.10)。 

 

高高山山のの原原生生林林をを守守るる会会にによよせせてて！！    原田フミ子 

 「高山の原生林を守る会」今年で発足 20 周年目を

迎えての活動おめでとうございます。同時に発足し

た自然観察会の運営を続けてくださっている高橋淳

一さん、佐藤守さん、奥田博さん、そして会員の方々

の、花、樹、鳥、動物の観察の鋭い目、最初の時な

ど植物のどこの部分の説明か、全くわからないので

ある。みなさん私の様な森林浴を楽しむ程度の知識

しかない者とは違い、私はこの方々を歩く図鑑と命

名し、そういう方々と同行させていただき、最近す

ごく観察会が楽しくなってきたのです。私は、観察

会で一番覚えたいのは、樹木です。少しずつでも気

になる樹の名前を覚えたいと思っています。 

 私は、高山のスキー場建設の反対運動の事は 20 年

前「小鳥の森」で自然と耳に入っていました。その時はまだ私は登山などはできなまいと決め込んでい

ました。でもその頃から自然保護運動と言う活動も少しは私の頭の中にインプットされていました。 

 登山を始めたのはそれから 3 年位たってからです。早いもので登り始めて 17 年です。この間、私は

結婚、出産と自分にとって大きな転機の時期で、子育てしながらの登山は近辺の山々を季節を変えて何

度も登る山行が続いていました。登山クラブなどにも入って山行を続けて来ましたが、足の負傷、病気

をした事で、大好きな登山をやめるしかないと思った時に、福島の私の足トレのハイキングコース十万

劫で高山の原生林を守る会の会員の吉田勝子さんと知り合い、紹介していただいたのです。 

 そんなわけで 20 年の月日を経て自然保護の活動に参加できたのは、めぐり逢わせ見たいな事を感じ

ずにはいられません。一期一会が偶然重なり、三度顔を合わせたら、腐れ縁なんて私は勝手に決めてい

ます。山や自然を通して、いろいろな人達とも縁があり、たくさんの事を教えていただき、ありがたい

言葉に、泣いたり、怒ったり、悩んだり、笑ったり、恥ずかしい思いもずいぶんして来ましたが、全て

自分の心の成長の栄養源です。自然相手は厳しい事もたくさんあるけど自然治癒力を信じて、これから

も多くの事を学べたら良いと思っています。 

 我武者羅に登った時期もあって良かったと思いますし、今現在ゆっくり動植物を観察し、自然と対話

する事の面白さを知って良かったと思います。 

 これからも自然観察会を通して、自然を守ることの難しさと、どんな風に守っていくかを考え行動を

起し、みなさんに理解してもらえるよう頑張りましょう。小さな草の根運動が 20 年間、高山の自然を

守れたのですから、体力の続く限り続けましょう。 

 体調をくずしたおかげでみなさんとめぐり逢えたのですから、人は山あり、谷あり、いい事も悪いこ

とも長くは続かない。あきらめなければ道は開けると思うこの頃です。 

  

「「高高山山のの原原生生林林をを守守るる会会」」ととのの出出会会いい     伊藤順子 
 高山にスキー場建設計画が出て来て大勢の方々が反対運動に東奔西走していたという事に私が気付

いたのは、そのずっと後、運動がピークを過ぎた頃でした。偶々目にした新聞に「その運動の経過や調

 

初夏の麦平 



 17 

査した事などを冊子に纏めたこと」「希望者に実費で分けてくれるとのこと」と「高橋さんの連絡先」

が載っていました。そのスキー場建設問題は、多分に私が仕事と家族の介護とで目の前の事だけで精一

杯、社会の動きなんて関係ないと無我夢中で日々を送っていた丁度その時分だったと今にして思います。 

 それでも、ある時久しぶりに通りかかった地元の山の登山口付近が、スキー場拡張の為に見るも無残

に（＝山にとっては）林が伐採されていて頭を殴られたような血の気が引くような衝撃を受け、自分達

の目で変化を見届けなければと決意し、幼なじみの友人と可能な範囲で短時間の山歩きを始めたのも丁

度その頃でしたから、そういう時代の波だったのでしょうか？ 

 それは兎も角、早速、高橋さんに連絡を取り記録を纏めた冊子を送って頂き、目を通して見たらカル

チャーショックに近い感動でした。また追加をお願いして友人・知人達にも渡し、「議論しようよ！も

っと目を向けようよ！」と語りかけました。ちょうど、大切な家族を看取ってぽっかり開いた穴を埋め

るように山を一から勉強し直していた時期でした。登山技術に比しては誰からも教わる事が少なかった

山の自然と付き合う方法の手がかりを得られた事も嬉しく小躍りしました。暫くして、高橋さんからこ

の運動の報告会があるので来て見ませんかとのお誘いがあり、自然との付き合い方に迷い悩んで居た頃

だったので、参考になればと思い,見ず知らずの集会にいきなり出かけて行きました。話を聴くだけの

つもりが、続いて開かれた「守る会」の設立総会にまで成り行きで居残って、知らない人ばかりのとこ

ろで思い切りズケズケと言いたい事を言って仕切ってしまい、「しまった～！」と思った時は既に遅し、

そそくさと連絡事項だけを告げて逃げるように会場を後にしました、、。当時、知っていたのは（それも

電話だけで）高橋さんだけで、それ以外の役員の方々は、今にして思えば阿部さん・奥田さん・守さん・

清野さんだったかと、失礼ながら、みな同じ様な髪型・体型・眼鏡で、まるで赤塚不二夫さんの「おそ

松くん」に出て来る六つ子のようで戸惑った記憶があります。 

 皆さんの運動に感銘を受け、会に入ってはみたものの、おんぶに抱っこで何もせず、参加もろくにせ

ずの状況だったのですが、たまたま暫くぶりで参加した花塚山の観察会でご馳走になった焼き芋が美味

かった所為で（？）同行した友人達も数名入会してくれました。それがきっかけで、友人達と一緒に比

較的（私としては）真面目に観察会に参加するようになりました・・・・・・けれども、ドジな性格が

災いして、何だかね、７～８割の確率で迷惑のかけ通しで、幾ら能天気な私もどっと落ち込むことが多

いんでしたっけ、、、＾＾；）ミスをしないように気をつけようと思えば思うほど、反ってミスが大きく

多くなり、本当に皆さんゴメンナサイですｍ（＿＿）ｍ 

 「高山の原生林を守る会」で気に入っている所は（自分のドジを棚に上げて言わせて貰えば）物静か

で穏やかで小さな事を咎め立てしない大らかさで、よくよく訊いてみると、山や自然関係は勿論の事、

詩歌や考古学からパソコン技術に至るまで各方面のスペシャリストが軒を連ねているにも関らず、皆さ

ん斉しく謙虚だと言う所でしょうか？ 大きな山の懐

に包まれている安らぎも感じられます。それは取りも直

さず監事の方々の人柄なのだろうなとつくづく思う今

日この頃です。気がついてみると「高山の・・会」で知

らず知らずのうちに啓発されて自分自身の血肉になっ

ているものがどれ程多い事か、この場を借りて深くお礼

を申し上げます。無力な自分には、これからも果たして

どれだけの事が可能か分かりませんが、せめて自然に対

する姿勢と言うか、大きく深い山や自然の中の自分の位

置とか言うものを、友人知人たちや目の前の子供達に伝

え話し合って行けたらいいなと思っています。 

 

富富士士ににはは月月見見草草がが良良くく似似合合うう・・・・・・高高山山ににはは？？    伊藤順子 

 「富士には月見草が良く似合う」これは、太宰治の「富岳百景」の中のあまりにも有名な一節だ。け

れど、「必ず！月見草」だろうか？或いは「絶対！富士山には」だろうか？ 

 確かに、富士山にも月見草は良く似合うだろう。でも、ある角度の磐梯山にだって、吾妻山にだって、

月見草は似合う。そして同じ様に多分、富士山には月見草だけでなく、もしかしたらコスモスも菜の花

も似合うかも知れない。ただ、太宰治が様々な思いを抱えて生きて居た直線（或いは曲線？）と富士山

や月見草の時期や気象条件のそれぞれの線が交わった、謂わば『一期一会」の出会いが彼に感動を与え

 

高山の原生的ブナ林 
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この名言を生んだのではないかと思う。その感動を追体験してトレースする事は別に悪いとは思わない。

けれど、矢鱈トレースばかりではどんなものだろう？ 

 深田久弥の「日本百名山」が、中高年の登山ブームに火をつけて久しい。これも、著者はガイドブッ

クのつもりで書いた訳ではない筈なのに、何だかいつの間にか、ぬり絵の原画のような存在になってし

まっている。「花の百名山」が出ると、今度は「あの山はこの花！」と言う何だか目玉商品みたいな高

山植物が出没する。または「本に載っている植物は全部観ないと損！」といった光景も、、、。 

 太宰治が「富士には月見草が良く似合う」と描いたのは、飽くまで彼の感性で、それを余人が無理に

真似なくとも良い事だろうと思う。それぞれがそれぞれの時間空間での一期一会を大切にすればイイ！

残雪の黒伏山で見たサンカヨウの清楚な花、夕立に追い駆けられた田代・帝釈のオサバグサとぎょっと

するようなヤグルマソウ、先輩の追悼登山のベニバナイチヤクソウとオオヤマノミノフグリ、馴染みの

登山道にずっと続くミツバウツギの木々、西大巓から眺める西吾妻山の針葉樹と広葉樹のハーモニー、、

それらは全て私にとっての一期一会の「富士には月見草が良く似合う」だ。 

 さて、何度か、色々なルートから訪ねた高山山塊だけれど，多分に行く度に新たな「富士＆月見草」

のストーリーが出来る。今度は何が主人公になるのかな？ 

  

雑草が花として見える今    吉田勝子 

 シナノキンバイの目の覚めるような黄色、ハクサンフウロの鮮やかな色

合い、ムカゴトラノオ・コバイケイソウの群落などの花に、山を歩いてい

てどれだけ励まされたことでしょう。どれだけ感動をいただいたことでし

ょう。あるとき、山の花の美しさを話す私に夫は「山の花は美しいと思う。

だけど、山の花と同じくらい我が家の雑草の花もきれいだよ。」と言ったこ

とがあった。そのとき私は、山に登らない人は山の花の美しさが分からな

いと反論したような気がする。2 年前から高山の会にお世話になるように

なった。会の観察会は、里山や遊歩道の草花や木々の観察が多くいつの間

にか身近な草花に興味を持つようになっていた。今までは目に留まらなか

った目立たない草花、ただ雑草と見ていた草花が花に見えるようになって

きたから不思議である。庭の雑草は、今では雑草ではなく興味の対象にな

ってきている。芽が出ても採らないでどんな草花になるか待とう、一箇所

に集めて増やそう、鉢植えに似合う花かなと楽しんでいる自分に気づき驚

いている。オオイヌノフグリ・カラスビシャク・キランソウ・トキワハゼ・

ムラサキカタバミ・ラショウモンカズラ・オランダミミナグサ・ツメクサ・スズメノカタビラ----小さく

て色も派手ではないけれど、それぞれ見れば見るほどきれいな花を咲かせている。キュウリグサに似た

ノハラムラサキの花の名前がなかなか分からなかった。夫婦で図鑑を見ながら「これかな、いや、葉が

違うね。」と探したが見つけることができなかった。鎌田さんに教えていただき図鑑で確認して納得し

たときは言葉に言い表せないほど嬉しかった。長い間別々の趣味でそれぞれの道を楽しんできた夫婦で

あったが今は庭の草花で会話が弾むようになってきた。名前を忘れても分かるように写真に撮り、花ア

ルバムを作るほど毎日の生活の中で楽しめるようになってきた。雑草の名前が分かったとき、それは雑

草ではなく心を潤す花になる。心を育てるということ、美しいとは何かが少し分かってきたような気が

するこの頃である。 

  

東東北北照照葉葉樹樹のの回回廊廊「「みみちちののくく海海のの常常葉葉路路」」のの夢夢 山内 幹夫 

 前回の「高山 60 号」に、浜通りの照葉樹林の特性について紹介し、保護の必要性について述べたが、

今回、あらためて、その具体策について夢みたいな提案をさせていただきたいと思う。 

 今から約 6,000 年前の縄文時代前期頃に形成された暖地性常緑広葉樹林（照葉樹林）は、東北地方太

平洋岸と日本海岸沿いを北上し、陸奥湾に達している。夏泊半島にあるシロダモ・ヤブツバキの群落が

その北端であろう。植生的には、ヤブツバキを標徴種とするヤブツバキクラス域と言われている。狭い

幅ながらも東北地方の海岸沿いを巡る様は、奥羽山脈における緑の回廊の例をとれば、さながら照葉樹

の回廊と言いあらわす事ができるのではないかと思う。太平洋側は勿来の関で茨城の海岸と接し、日本

海側は念珠ヶ関で新潟の海岸と接する。勿来の関と念珠ヶ関をそれぞれの出発点とする照葉樹の回廊
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（ヤブツバキクラス域）は、現在は、自然植生が断続的にしか残されておらず、各県・市町村でそれぞ

れに独自に保護対策を講じているのが現状と言えよう。 

 東北地方のヤブツバキクラス域には、シキミ－モミ群集・シラカシ群集・ヤブコウジ－スダジイ群集・

イノデ－タブノキ群集・マサキ－トベラ群集・ヤブツバキ群落などの自然植生が知られている（宮脇昭

編著 1987 年『日本植生誌－東北－』至文堂）。それぞれの自然植生における林相は、各地の気候風土に

よりさまざまな姿を見せている。現在、各自治体で保護している照葉樹自然植生ばかりでなく、保護施

策の対象になっていない照葉樹自然植生がまだ数多く残されていることも事実である。手前味噌で申し

訳ないが、昨年の 11 月から今年の４月にかけて双葉郡南半部の照葉樹植生について、個人的に調査を

行った。都合 40 回ほど通って、広野町・楢葉町・富岡町の海岸から阿武隈山麓にかけて踏査したが、

福島県または町当局が保護の施策を行っていないまとまった自然植生が６箇所ほど確認された。内訳は、

ヤブコウジ－スダジイ群集１箇所、イノデ－タブノキ群集３箇所、マサキ－トベラ群集２箇所で、他に、

胸高直径１ｍを超えるスダジイの巨木やアラカシの巨木、ヤブニッケイの群落などを確認することがで

きた。さらにアカガシやタブノキ・ウラジロガシの高木による見事な防風林・屋敷林・社寺林（鎮守の

森）なども確認できた。木戸川渓谷などにはウラジロガシの林分が断続的に見られる。これらの植生の

なかには海岸の保安林というような形で保全されているエリアも認められるが、天然記念物・自然保

護・生態系保護の視点からの保護施策はなされていない。 

 照葉樹の回廊というものをあえて名称化するのは、海岸沿いの自治体が連携して東北のヤブツバキク

ラス域自然植生を保護することができないだろうかと考えたからに他ならない。各自治体ばらばらでは

なく、連絡を取り合いながら保護施策を講ずるシンボルとして東北照葉樹の回廊「みちのく海の常葉路」

事業を提唱したい。林野庁や農林水産省・環境省・文化庁が連帯して事業をバックアップしていただけ

れば、必ずしも不可能とは言えないだろう。 

 東北照葉樹の回廊には、自然林だけではなく、屋敷林（「イグネ」とも言う）や防潮林・防風林・社

 
道路工事で寸断されたタブノキ自然林。写真右
端に道路開削による法面が見られる。浜風によ
る風衝樹形が特徴的。いわき市以北ではタブノ
キ自然林は少なくなり保護したい植生である。 

 

 
アカガシやタブノキ・シロダモによる屋敷林。
阿武隈山地からのおろし風を防ぐ。浜沿いには、
このような照葉樹による屋敷林（イグネとも言
う）や社寺林が多く見られる。 

 

 
楢葉町天神岬から眺めた、海岸沿いのタブノキ林。
砂浜に沿って１㎞以上延びている。海岸集落では
このタブノキ林を防潮林として大切に守ってき
た。さらに南側の丘陵にもタブノキ林が繁ってい
る。 

 

 
スダジイの巨木。胸高直径が１ｍ以上もある太い
幹から、太い枝が分かれて、独特の樹形となって
いる。楢葉町の天然記念物にふさわしい樹木であ
るが、未指定。 
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寺林を含めたい。歴史的に照葉樹を生活に取り入れてきた地域的な文化・風土というものがある。文化

庁の提唱する「歴史的景観の保護」事業にも一致する例があるのではないか。また、海岸沿いの植生に

は「魚つき林」と呼ばれるような海水の保全と漁業資源保護に役立つ林もある。また沿岸漁業の漁師た

ちは、森や立ち木、山を見て漁場を特定する。自然保護団体や植物学や動物学などの自然科学の分野の

他、歴史学・民俗学関係者などが連携して事業にあたれば、有意義な成果が期待できよう。 

 まず、各団体や自治体が連携して保護施策を検討する組織を立ち上げ、各市町村に残されたヤブツバ

キクラス域自然植生を調査することから始まり、それを集めて東北照葉樹の回廊の実態を公表し、保

護・利活用方法を検討し、実現に向けた作業を行う。実現できるかどうかはわからないプロジェクトで

あるが、夢を持たなければ実現は不可能であろう。東北地方における照葉樹の自然植生はきわめて脆弱

で断続的かつ幅狭い。しかも、奥山の天然ブナ林や亜高山帯・高山帯の森林と異なり、多くが民有地で

もあり、市街地や工場・農地に隣接していることから開発により破壊される危険に常時晒されている。

今、何らかの保護施策を取らなければ、将来に残すことは困難と言えよう。 

 本会 20 周年記念会報上で、夢みたいな話を書いてしまった。最後に信夫山の話をさせていただく。

信夫山にはヤブツバキクラス域のシラカシの林分がわずかに残っている。林床にはヤブコウジが生え、

スダジイやアオキ・ヤツデ・イヌツゲ・テイカカズラ・キヅタなども見られる。これは、約 6,000 年前

の縄文時代前期に、阿武隈川を遡り、白河から棚倉を経て久慈川流域に至る照葉樹の回廊が形成された

名残と考えられる。実際、白河市や棚倉町でもシラカシが散見される。このような植生史上でも重要な

位置づけと見なされる信夫山の植生は、まだまだ未調査部分が残されている。その信夫山について、眺

望を得るために福島市が樹木を一部伐採するという景観整備計画が浮上している事を耳にした。計画は

具体化の直前段階まで進んでいるようである。行政当局の自然に対する価値観が疑われる計画である。

この計画の再考を促して擱筆したい。 

 

 

 

  [[編編集集後後記記]]  ■会創立 20 周年を迎えたこの夏に、会員から小さな「大待宵   

草を守る会」を設立したとのメールが届いた。大待宵草は竹久夢二で有名 

な外来植物であるが、最近は別の外来種に圧倒されて福島市近郊でもすっ 

かり影を潜めてしまっている。会員が日課としている自然観察を兼ねた散 

歩コースで大待宵草を見つけた。そこは、毎年夏になると刈り払いが行わ 

れるため、せめて実を結び子孫を確保するための種を地に播くまで、見守 

っていたいとの願いから夫が代表、妻が事務局長で会設立に至ったという。 

■20 周年の節目の年にふさわしい快挙に拍手喝采したい(MS 記）。  
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第第 9922 回回自自然然観観察察会会案案内内：：幕幕川川周周辺辺ののブブナナ観観察察会会  
日時：8月 26 日（日）8：00～15：00 
集合場所 四季の里交差点正面入口駐車場 集合時間 ８：００ 参加定員 20 名 
内容 幕川温泉・幕滝から麦平手前まで散策し、ブナ林からオオシラビソ林までの植生の推移を
観察します。 
準備するもの 昼食、登山靴・長靴等、雨具、帽子、手袋（軍手）、着替、ゴミ袋、筆記用具 
＊装備、その他不明な点があれば申し込み時にご相談下さい。 
参加費用：保険代（300 円）  申し込み：8 月 25 日(土)まで  
参加申込先：高橋淳一(TEL 024-593-1990)または佐藤守（TEL 024-593-0188） 
電話またはメールにて申し込みください。（電話申込はいずれも夜間７時～９時でお願いします） 

 


